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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】遠隔操作ボタン操作時における撮像素子あるい
は電子基板等への静電気の影響を抑制する内視鏡装置お
よび遠隔操作ボタン装置を提供する。
【解決手段】挿入部と、操作部と、コネクタ部と、を挿
入側から順番に有し、操作部に、コネクタ部に配置され
た電子部品を制御するための遠隔操作ボタン装置が設け
られている内視鏡装置であって、遠隔操作ボタン装置４
１は、少なくとも、操作部に設けられた開口部１５に嵌
合する金属材からなる第１の筐体部４５と、第１の筐体
部４５に操作部とは反対側から被せられる弾性材からな
る第２の筐体部４３と、を有し、第１の筐体部４５と開
口部１５との間の第１の筐体部４５に設けられ、Ｏリン
グ４６を収容する凹部４５ａ上において、第２の筐体部
４３に、外側面から開口部１５の内側面に向けて突出す
る断面突出形状を有する突起部４３ａが設けられている
ことを特徴とする電子内視鏡。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部と、操作部と、コネクタ部とを挿入側から順番に有し、前記操作部に、前記コネ
クタ部に配置された電子部品を制御するための遠隔操作ボタン装置が設けられている内視
鏡装置であって、
　前記遠隔操作ボタン装置は、少なくとも、
　前記操作部に設けられた開口部に嵌合する金属材からなる第１の筐体部と、前記第１の
筐体部に前記操作部とは反対側から被せられる弾性材からなる第２の筐体部と、を有し、
　前記第１の筐体部と前記開口部との間の前記第１の筐体部に設けられ、Ｏリングを収容
する凹部上において、前記第２の筐体部に、前記第２の筐体部の外側面から前記開口部の
内側面に向けて突出する断面突出形状を有する突起部が設けられていることを特徴とする
電子内視鏡。
【請求項２】
　前記突起部に、下方に向けた径が小さくなる断面テーパ形状を有するテーパ部が設けら
れていることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項３】
　前記弾性材はシリコーンゴムであり、前記突起部の上下方向の幅が、０．３８～０．７
６ｍｍであることを特徴とする請求項１又は２に記載の電子内視鏡。
【請求項４】
　前記Ｏリングに前記第２の筐体部の下面が接することを特徴とする請求項１から３まで
のいずれか１項に記載の電子内視鏡。
【請求項５】
　前記凹部内に、前記Ｏリングに代えて前記第２の筐体部の弾性材の下部が収容されるこ
とを特徴とする請求項１から３までのいずれか１項に記載の電子内視鏡。
【請求項６】
　前記弾性材の前記操作部と当接する領域に、前記弾性材側から前記操作部側に向けて断
面鍔形状を有する鍔部が形成されていることを特徴とする請求項１から５までのいずれか
１項に記載の電子内視鏡。
【請求項７】
　挿入部と、操作部と、コネクタ部とを挿入側から順番に有し、前記操作部に、前記コネ
クタ部に配置された電子部品を制御するための遠隔操作ボタン装置が設けられている内視
鏡装置であって、
　前記遠隔操作ボタン装置は、少なくとも、
　前記操作部に設けられた開口部に嵌合する金属材からなる第１の筐体部と、前記第１の
筐体部に前記操作部とは反対側から被せられる弾性材からなる第２の筐体部と、を有し、
　前記第１の筐体部と前記開口部との間の前記第１の筐体部に設けられ、Ｏリングを収容
する凹部上において、前記Ｏリングに前記第２の筐体部の下面が接することを特徴とする
電子内視鏡。
【請求項８】
　挿入部と、操作部と、コネクタ部とを挿入側から順番に有し、前記操作部に、前記コネ
クタ部に配置された電子部品を制御するための遠隔操作ボタン装置が設けられている内視
鏡装置であって、
　前記遠隔操作ボタン装置は、少なくとも、
　前記操作部に設けられた開口部に嵌合する金属材からなる第１の筐体部と、前記第１の
筐体部に前記操作部とは反対側から被せられる弾性材からなる第２の筐体部と、を有し、
　前記第１の筐体部と前記開口部との間の前記第１の筐体部に設けられる凹部上に、前記
第２の筐体部の弾性材の下部が収容されることを特徴とする電子内視鏡。
【請求項９】
　挿入部と、操作部と、コネクタ部とを挿入側から順番に有し、前記操作部に、前記コネ
クタ部に配置された電子部品を制御するための遠隔操作ボタン装置が設けられている内視
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鏡装置であって、
　前記遠隔操作ボタン装置は、少なくとも、
　前記操作部に設けられた開口部に嵌合する金属材からなる第１の筐体部と、前記第１の
筐体部に前記操作部とは反対側から被せられる弾性材からなる第２の筐体部と、を有し、
　前記弾性材の前記操作部と当接する領域に、前記弾性材側から前記操作部側に向けて断
面鍔形状を有する鍔部が形成されていることを特徴とする電子内視鏡。
【請求項１０】
　挿入部と、操作部と、コネクタ部とを挿入側から順番に有し、前記操作部に、前記コネ
クタ部に配置された電子部品を制御するための遠隔操作ボタン装置が設けられている内視
鏡装置の遠隔操作ボタン装置であって、
　少なくとも、
　前記操作部に設けられた開口部に嵌合する金属材からなる第１の筐体部と、前記第１の
筐体部に前記操作部とは反対側から被せられる弾性材からなる第２の筐体部と、を有し、
　前記第１の筐体部と前記開口部との間の前記第１の筐体部に設けられ、Ｏリングを収容
する凹部上において、前記第２の筐体部に、前記第２の筐体部の外側面から前記開口部の
内側面に向けて突出する断面突出形状を有する突起部が設けられていることを特徴とする
遠隔操作ボタン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置およびその遠隔操作ボタン装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡観察像の映像信号の処理を行う電子機器等を遠隔操作するために電子内視鏡の操
作部には、電子内視鏡の遠隔操作ボタン（リモコン）装置が配置されている構造がある。
　内視鏡装置には、例えば内視鏡観察画像の録画や一コマ撮影或いは画像静止（フリーズ
）等を行うために、内視鏡観察像の映像信号の処理を行うビデオプロセッサ等の電子機器
を遠隔操作する遠隔操作ボタン装置が設けられている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１には、操作者の指先で先端側から基端側に押し込み操作される操作ボタンと
、上記操作ボタンを基端側から先端側に向かって付勢する付勢手段と、上記操作部に設け
られたガイド筒内に可動に配置されて電気スイッチを押すように上記操作ボタンに連設さ
れたガイド軸部とを備えた電子内視鏡の遠隔操作ボタン装置であって、上記ガイド筒の先
端付近の内周面が、先端側へ次第に窄まった円錐孔部になっていて、上記ガイド軸部には
、表面が滑らかなアール面状に形成されて上記付勢手段により上記円錐孔部の内周面に押
し付けられるアール凸面部が径方向に突出形成され、上記操作ボタンが上記ガイド筒に対
して斜め向きになった場合に、上記ガイド軸部のアール凸面部が上記ガイド筒の円錐孔部
の内周面に当接するようにし、上記ガイド筒の上記円錐孔部より基端側寄りの内周部と上
記ガイド軸部の上記アール凸面部より基端側寄りの外周部との間に、弾力性のある材料か
らなるＯリングが常に挟まれた状態に配置されていることを特徴とする電子内視鏡の遠隔
操作ボタン装置が記載されている（請求項１等参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第５４３０１３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　遠隔操作ボタンには、内部構造を固定する金属部材にゴムを被せたゴムライニングした
ものがある。また、内視鏡は体内で用いられるため、遠隔操作ボタンの内部構造に対して
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防水構造をとる必要がある。そこで、遠隔操作ボタンにＯリングを取り付けるための溝を
金属部材で形成し、遠隔操作ボタンと、その操作部への嵌合面との間でシールする構造と
なっている。
【０００６】
　内視鏡においては、操作者に帯電していた静電気が、撮像素子あるいは電子基板等に流
れ込み、破壊されることを防止する必要がある(電磁両立性ＥＭＣと称する)。
　例えば、従来の遠隔操作ボタン構造の場合、Ｏリングの溝を形成する金属部材に静電気
が流れ込み、そこから遠隔操作ボタンと電気的に接続される撮像素子あるいは電子基板等
に電流が流れ、撮像素子あるいは電子基板等が破壊される可能性がある。
【０００７】
　本発明は、遠隔操作ボタン操作時における撮像素子あるいは電子基板等への静電気の影
響を抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一観点によれば、挿入部と、操作部と、コネクタ部とを挿入側から順番に有し
、前記操作部に前記コネクタ部に配置された電子部品（基板上の部品、固体撮像素子）を
制御するための遠隔操作ボタン装置が設けられている内視鏡装置であって、前記遠隔操作
ボタン装置は、少なくとも、前記操作部に設けられた開口部に嵌合する金属材からなる第
１の筐体部と、前記第１の筐体部に前記操作部とは反対側から被せられる弾性材からなる
第２の筐体部と、を有し、前記第１の筐体部と前記開口部との間の前記第１の筐体部に設
けられ、Ｏリングを収容する凹部（Ｏリング溝）上において、前記第２の筐体部に、前記
第２の筐体部の外側面から前記開口部内側面に向けて突出する断面突出形状を有する突起
部が設けられていることを特徴とする電子内視鏡が提供される。断面突出形状における断
面とは、遠隔操作ボタン装置の中心線を含む切断面に沿って第２の筐体部を切断した断面
である。
【０００９】
　突起部により、前記第２の筐体部には、開口部内面側に向けて径が大径となる突起部が
周状に設けられる。
　前記突起部に、下方に向けた径が小さくなる断面テーパ形状を有するテーパ部が設けら
れていることが好ましい。
【００１０】
　前記弾性材はシリコーンゴムであり、前記突起部の上下方向の幅が、０．３８～０．７
６ｍｍであることが好ましい。この数値範囲は、組み込まれた際に(つぶれた状態で) ０
．３８～０．７６ｍｍ以上であれば目的を達成できる。また、０．３８～０．７６ｍｍの
数値範囲は、シリコーンゴムのときの値であり、他の材料の場合を用いた場合は、絶縁破
壊電圧の特性によって変化する。
【００１１】
　前記Ｏリングに前記第２の筐体部の下面が接するようにしても良い。
　前記凹部内に、前記Ｏリングに代えて前記第２の筐体部の弾性材の下部が収容されるよ
うにしても良い。
　前記弾性材の前記操作部と当接する領域に、前記弾性材側から前記操作部側に向けて断
面鍔形状を有する鍔部を形成しても良い。
【００１２】
　また、本発明は、挿入部と、操作部と、コネクタ部とを挿入側から順番に有し、前記操
作部に、前記コネクタ部に配置された電子部品を制御するための遠隔操作ボタン装置が設
けられている内視鏡装置であって、前記遠隔操作ボタン装置は、少なくとも、前記操作部
に設けられた開口部に嵌合する金属材からなる第１の筐体部と、前記第１の筐体部に前記
操作部とは反対側から被せられる弾性材からなる第２の筐体部と、を有し、前記第１の筐
体部と前記開口部との間の前記第１の筐体部に設けられ、Ｏリングを収容する凹部上にお
いて、前記Ｏリングに前記第２の筐体部の下面が接することを特徴とする電子内視鏡であ
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る。
【００１３】
　また、本発明は、挿入部と、操作部と、コネクタ部とを挿入側から順番に有し、前記操
作部に、前記コネクタ部に配置された電子部品を制御するための遠隔操作ボタン装置が設
けられている内視鏡装置であって、前記遠隔操作ボタン装置は、少なくとも、前記操作部
に設けられた開口部に嵌合する金属材からなる第１の筐体部と、前記第１の筐体部に前記
操作部とは反対側から被せられる弾性材からなる第２の筐体部と、を有し、前記第１の筐
体部と前記開口部との間の前記第１の筐体部に設けられる凹部上に、前記第２の筐体部の
弾性材の下部が収容されることを特徴とする電子内視鏡である。
【００１４】
　また、本発明は、挿入部と、操作部と、コネクタ部とを挿入側から順番に有し、前記操
作部に、前記コネクタ部に配置された電子部品を制御するための遠隔操作ボタン装置が設
けられている内視鏡装置であって、前記遠隔操作ボタン装置は、少なくとも、前記操作部
に設けられた開口部に嵌合する金属材からなる第１の筐体部と、前記第１の筐体部に前記
操作部とは反対側から被せられる弾性材からなる第２の筐体部と、を有し、前記弾性材の
前記操作部と当接する領域に、前記弾性材側から前記操作部側に向けて断面鍔形状を有す
る鍔部が形成されていることを特徴とする電子内視鏡である。
【００１５】
　本発明は、挿入部と、操作部と、コネクタ部とを挿入側から順番に有し、前記操作部に
、前記コネクタ部に配置された電子部品を制御するための遠隔操作ボタン装置が設けられ
ている内視鏡装置の遠隔操作ボタン装置であって、少なくとも、前記操作部に設けられた
開口部に嵌合する金属材からなる第１の筐体部と、前記第１の筐体部に前記操作部とは反
対側から被せられる弾性材からなる第２の筐体部と、を有し、前記第２の筐体部と前記開
口部との間の前記第１の筐体部に設けられ、Ｏリングを収容する凹部（Ｏリング溝）上に
おいて、前記第２の筐体部に、前記第２の筐体部の外側面から前記開口部の内側面に向け
て突出する断面突出形状を有する突起部が設けられていることを特徴とする遠隔操作ボタ
ン装置である。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、遠隔操作ボタン装置における静電気の影響を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施の形態による内視鏡の概略構成例を示す図である。
【図２】図２（ａ）は、操作部と、操作部に設けられた開口部に遠隔操作ボタン装置を取
り付ける様子を示す図である。図２（ｂ）は遠隔操作ボタン装置の外観図である。
【図３】図３（ａ）は、遠隔操作ボタン装置の詳細な構成例を示す断面図である。図３（
ｂ）は、図３（ａ）における静電気の影響を示す図である。
【図４】図４（ａ）は、本発明の第１の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン
装置の断面図である。図４（ｂ），図４（ｃ）は、図４（ａ）において破線で示した部分
の拡大図である。
【図５】図５（ａ）は、本発明の第２の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン
装置の断面図である。図５（ｂ），図５（ｃ）は、図５（ａ）において破線で示した部分
の拡大図であり、図５（ｃ）は、図５（ｂ）の構造において、図４（ｃ）と同様に断面テ
ーパ形状を設けた構造を示す図である。
【図６】図６（ａ）は、本発明の第３の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン
装置の断面図である。図６（ｂ）は、図６（ａ）の破線の領域を拡大した図である。
【図７】図７（ａ）は、本発明の第４の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン
装置の断面図であり、図７（ｂ）は、図７（ａ）の破線部を拡大した図である。
【図８】図８（ａ）は、本発明の第５の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン
装置の断面図であり、図８（ｂ）は、図８（ａ）の破線部を拡大した図である。
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【図９】図９（ａ）は、本発明の第６の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン
装置の断面図であり、図９（ｂ）は、図９（ａ）の破線部を拡大した図である。
【図１０】図１０（ａ）は、本発明の第７の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボ
タン装置の断面図であり、図１０（ｂ）は、図１０（ａ）の破線部を拡大した図である。
【図１１】図１１（ａ）は、本発明の第８の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボ
タン装置の断面図であり、図１１（ｂ）は、図１１（ａ）の破線部を拡大した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に、本発明の実施の形態による内視鏡の操作部の遠隔操作ボタン装置の構造につい
て図面を参照しながら詳細に説明する。尚、本明細書で参照する図面は主として断面図で
あるが、それぞれの部材（Ｏリング，突起，鍔部等）は、円周状に設けられている。遠隔
操作ボタン装置の基本的な構成は、上記の特許文献１に記載の構成と同様であるため、詳
細な説明については省略する。以下においては、主として静電気抑制構造について詳細に
説明する。
【００１９】
　図１は、本実施の形態による内視鏡の概略構成例を示す図である。
　図１に示すように、内視鏡Ａは、操作者が把持する操作部１５と、この操作部１５から
順番に延出する折れ止め部１７と検査対象に挿入する先端部である挿入部１２とを有して
いる。内視鏡Ａに図示しないビデオプロセッサを接続して内視鏡システムとして機能させ
ることができる。
【００２０】
　操作部１５からは挿入部１２と反対側にユニバーサルチューブ（ユニバーサルコード）
１６が延出されており、このユニバーサルチューブ１６の先端にはビデオプロセッサや電
源等に接続するコネクタ部５が設けられている。このように、内視鏡Ａの先端側（挿入部
１２側）から、例えば、撮影対象を撮影するセンサ（固体撮像素子など）６１・撮影対象
を照明するＬＥＤなどの光源６３を備える挿入部１２、操作部１５、ユニバーサルチュー
ブ１６、コネクタ部５が配置されている。コネクタ部５のコネクタ端子５ａが電源を有す
る図示しないビデオプロセッサのコネクタ端子に接続されると、センサ６１・光源６３は
、いずれも図示しないビデオプロセッサに内蔵された電源と接続される。
【００２１】
　操作部１５には、ビデオプロセッサやビデオレコーダ等のような内視鏡観察像の映像信
号の処理を行う外部の電子機器等を遠隔操作するための複数の遠隔操作ボタン装置４１が
配置されている。そして、遠隔操作ボタン装置４１（図では３個の遠隔操作釦が示されて
いる。）により入力されるオン／オフの制御信号を伝送する制御信号ケーブル３３が、ユ
ニバーサルチューブ１６内に挿通配置されてコネクタ部５内に達している。そして、コネ
クタ部５内に配置されている電子基板３１に電気的に接続されている。
【００２２】
　図２（ａ）は、操作部１５と、操作部１５に設けられた開口部１５ａに遠隔操作ボタン
装置４１を取り付ける様子を示す図である。図２（ｂ）は遠隔操作ボタン装置４１の外観
図である。図３（ａ）は、遠隔操作ボタン装置４１の詳細な構成例を示す断面図である。
　図２（ａ），（ｂ）及び図３（ａ）に示すように、遠隔操作ボタン装置４１は、第１の
筐体部（金属製の筐体部）４５と、第１の筐体部４５の上方から第１の筐体部４５に被せ
られる例えばゴム製の第２の筐体部（ゴム製の筐体部、ゴムボタン，キャップ）４３とを
有する。第１の筐体部４５は、Ｏリング４６を収容するＯリング溝（凹部）４５ａと、そ
の下方外面に設けられたネジ部４５ｂと、を有している。第１の筐体部４５は、操作部１
５に設けられた遠隔操作ボタン装置４１の取り付け用の開口部（嵌合部）１５ａ内に形成
されている受け手側の内面ネジ部１５ｂ内にねじ込まれ、下方からナット５１により押さ
えることで、操作部１５に固定することができる（図２（ｂ））。なお、本発明の説明に
おいては、第２の筐体部４３側を上側（上方）、第１の筐体部４５側を下側（下方）と呼
ぶこととする。
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【００２３】
　図３（ａ）に示すように、第１の筐体部４５の内側に、凹状の枠体４９と、枠体４９の
凹部内に設けられるタクトスイッチ８１と、スイッチ可動部４８が上に設けられているタ
クトスイッチ８１と、スイッチ可動部４８の上に設けられるガイドボタン４７と、を含む
内部構造を設けられている。第２の筐体部４３は、第１の筐体部４５とガイドボタン４７
とを覆うように、設けられている。
【００２４】
　尚、ここでは、第２の筐体部４３を、ゴムキャップ、すなわち、ゴムを材料とする例に
ついて説明したが、ゴムの代わりに他の弾性体を用いても良い。
【００２５】
　第１の筐体部４５の内周面と外周面とには、それぞれ、シール用のＯリング４６，７１
がそれぞれ設けられている。第１の筐体部４５の外周面に設けられたＯリング４６は、第
１の筐体部４５の外周面に形成されたＯリング溝４５ａ内に配置されている。Ｏリング４
６は、操作部１５の開口部１５ａと第１の筐体部４５とをシールする。Ｏリング７１は、
第１の筐体部４５と枠体４９とをシールする。
　以上のように、遠隔操作ボタン装置４１の内部構造をＯリング４６，７１によりシール
することで、遠隔操作ボタン装置４１における内部構造の防水機構を維持することができ
る。
【００２６】
　図３（ｂ）は、図３（ａ）における静電気の影響を示す図である。
　例えば、操作者が遠隔操作ボタン装置４１を操作部１５側へ押すとスイッチがオンされ
るが、この際、図３（ｂ）に示すように、操作者からの静電気に起因する電流が、ゴム製
の第２の筐体部４３の外周面と操作部１５の開口部１５ａの内周面との間の隙間Ｓ１を通
って、通路Ｓ２（凹状の枠体４９），通路Ｓ３（ケーブルの導線）の方向に流れ（以下、
この静電気に起因する電流の通路を「隙間（Ｓ）」と称する）、ケーブル３３，３３を伝
って最終的にコネクタ部５内に配置されている電子基板３１に達することで、電子基板３
１に形成されている電子部品等を破壊するおそれがある。
　以下においては、本実施の形態における内視鏡操作部の遠隔操作ボタン装置について詳
細に説明する。
　尚、以下の図面において、ゴム形状のうち破線で示した形状は、操作部１５に当接して
潰れる前の形状を示している。
【００２７】
（第１の実施の形態）
　まず、本発明の第１の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン装置について説
明する。
　遠隔操作ボタン装置の基本的な構造は、図３（ａ）に示す構造と同様である。従って、
以下においては、図３（ａ）に示す構造との相違点について説明する（以下、同様である
）。
【００２８】
　図４（ａ）は、本実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン装置４１の断面図で
ある。図４（ｂ），図４（ｃ）は、図４（ａ）において破線で示した部分の拡大図である
。本実施の形態による遠隔操作ボタン装置４１においては、操作部１５の開口部１５ａに
嵌合するゴム製の第２の筐体部４３の外面に、開口部１５ａ内面に向けて、すなわち、ゴ
ム製の第２の筐体部（キャップ）４３の外面から外方（開口部１５ａ内面側）へ突出する
突起４３ａを設けた。突起４３ａは円周状に設けると良い。突起４３ａの形状は、図４（
ａ）に示したように断面視山形でも良いし、半円形でも良い。尚、図４（ａ）では、突起
４３ａの突出長さは開口部１５ａ内面に当たることで潰れて短くなっている。すなわち、
嵌合前の突起４３ａの外径を、開口部１５ａの径、すなわち、嵌合穴径よりも大きくし、
嵌合時に突起４３ａのゴムを潰すようにして組み立て、遠隔操作ボタン装置４１の第２の
筐体部４３と開口部１５ａとの間の隙間を埋めて外部と内部構造とをシールドするように
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する。
【００２９】
　ここで、隙間をシールドする量は、使用するゴムの絶縁破壊電圧を考慮して決めると良
い。例えば、弾性材としてシリコーンゴムを用いた場合において、その破壊電圧は５００
～１１００Ｖ／ｍｉｌであるとすると、１５ｋＶの静電気で破壊されないようにするため
には、０．３８～０．７６ｍｍの肉厚が確保できるようにゴムの潰し代を設けるように突
起４３ａの突出量を設定するとよい。
　尚、図４（ｃ）に示すように、突起４３ａを設ける場合の突出形状は、遠隔操作ボタン
装置４１を組立てる時のゴム切れ、あるいは、組立性を考慮し、遠隔操作ボタン装置４１
の押圧方向に向けて突起４３ａ部分の外径が徐々に小さくなるような断面テーパ形状４３
ｂとしてもよい。
【００３０】
　以上のように、本実施の形態によれば、遠隔操作ボタン装置４１の突起４３ａを設ける
ことで、図２（ａ）に示す構造では問題となっていた、隙間Ｓを通って流れる静電気に起
因する電流の影響を抑制することができる。すなわち、静電気に対する耐性が向上すると
いう利点がある。
【００３１】
（第２の実施の形態）
　次に、本発明の第２の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン装置４１につい
て説明する。図５（ａ）は、本実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン装置４１
の断面図である。本実施の形態においては、図４（ａ）に示した構造において、Ｏリング
溝４５ａの上部分４３ｃを、金属ではなくゴムなどの弾性体で形成した点を特徴とする。
図５に示す例では、第２の筐体部４３の下端部を内方に曲げて形成したゴム製の上部分４
３ｃが設けられている。上部分４３ｃの内方への突出量は、Ｏリング溝４５ａの全幅に亘
っても良いが、ゴムの剥がれを考慮して、例えば半幅程度又は一部としても良い。さらに
、Ｏリング溝４５ａの上部分４３ｃの上方と、第１の筐体部４５の下方とが重なるように
して互いに係合させることで、ゴムの剥がれを防止するようにしても良い。尚、Ｏリング
溝４５ａの上部分４３ｃのゴムが上下方向に長い程、隙間を通って流れる静電気の影響を
抑制することができる。例えば、ゴムの上下方向の長さを１ｍｍ程度にすると良い。
【００３２】
　第２の実施の形態では、第１の実施の形態に比べて、ゴムと金属との距離、すなわち、
操作部１５とゴムとの接続部の長さを実質的により長くとれるため、隙間を通って流れる
静電気に対する耐性が一層向上するという利点がある。
　尚、図５（ｂ），図５（ｃ）は、図５（ａ）において破線で示した部分の拡大図であり
、図５（ｃ）は、図５（ａ）、（ｂ）の構造において、図４（ｃ）と同様に断面テーパ形
状４３ｂを設けた構造を示す図である。
【００３３】
（第３の実施の形態）
　次に、本発明の第３の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン装置４１につい
て説明する。図６（ａ）は、本発明の第３の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボ
タン装置４１の断面図である。図６（ｂ）は、図６（ａ）の破線の領域を拡大した図であ
る。本実施の形態においては、図３（ａ）に示した構造において、第２の筐体部４３の下
面に、操作部１５の上面に向かって突出し、全周に亘って下方に向けて細くなる断面鍔形
状を有する鍔部４３ｄを設け、その先端を、操作部１５の上面に当接させて一部を潰した
構造を有する。この構造は、操作部１５に遠隔操作ボタン装置４１を組み込む際に、操作
部１５の上表面にゴムの鍔部４３ｄを押し付けて、ゴムと金属との隙間を小さくした構造
である。この構造は、隙間を通って流れる静電気の影響を抑制するように隙間を小さくし
、接続部の長さを長くする構造を、操作部１５の側面ではなく上面に形成している。
　尚、本実施の形態による静電気抑制構造に加えて、第１又は第２の実施の形態による静
電気抑制構造を追加しても良い。
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【００３４】
（第４の実施の形態）
　次に、本発明の第４の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン装置について説
明する。図７（ａ）は、本発明の第４の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン
装置４１の断面図であり、図７（ｂ）は、図７（ａ）の破線部を拡大した図である。本実
施の形態においては、図５（ａ）に示した構造においてＯリング４６を配置せずに、Ｏリ
ング溝４５ａ内に、Ｏリング４６の代替となるＯリング代替部４３ｅを配置する構成を有
している。Ｏリング代替部４３ｅは、ゴム製の第２の筐体部４３の下端部をＯリング溝４
５ａ内に嵌め込んだ構成を有する。
　このようにすると、第２の実施の形態において説明した図５（ａ）の構造に比べて、さ
らにゴムと金属との接続部の長さを長くとることができるため、隙間を通って流れる静電
気の影響がより抑制され、静電気に対する耐性がさらに向上するという利点がある。
【００３５】
（第５の実施の形態）
　次に、本発明の第５の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン装置について説
明する。図８（ａ）は、本発明の第５の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン
装置４１の断面図であり、図８（ｂ）は、図８（ａ）の破線部を拡大した図である。本実
施の形態においては、第３の実施の形態において説明した鍔部４３ｄと、第４の実施の形
態において説明したＯリング代替部４３ｅとを兼ね備えている。
　このようにすると、第３及び第４の実施の形態においてそれぞれ説明した構造に比べて
、さらに金属との距離がとれるという相乗効果があるため、静電気に対する耐性が向上す
るという利点がある。
【００３６】
（第６の実施の形態）
　次に、本発明の第６の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン装置について説
明する。図９（ａ）は、本発明の第６の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン
装置４１の断面図であり、図９（ｂ）は、図９（ａ）の破線部を拡大した図である。本実
施の形態においては、第１の実施の形態において説明した突起４３ａに加えて、第３の実
施の形態において説明した鍔部４３ｄを兼ね備えている。
　このようにすると、第１及び第３の実施の形態においてそれぞれ説明した構造に比べて
、さらに隙間を２箇所で遮蔽することにより、静電気に対する耐性が一層向上するという
利点がある。
【００３７】
（第７の実施の形態）
　次に、本発明の第７の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン装置について説
明する。図１０（ａ）は、本発明の第７の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタ
ン装置４１の断面図であり、図１０（ｂ）は、図１０（ａ）の破線部を拡大した図である
。本実施の形態においては、第３の実施の形態において説明した鍔部４３ｄのゴム化構造
に加えて、第２の実施の形態において説明したＯリング溝４５ａの上部分４３ｃを、金属
ではなくゴムなどの弾性体で形成した構成を兼ね備えている。
　このようにすると、第２及び第３の実施の形態においてそれぞれ説明した構造に比べて
、さらに金属との距離がとれるという相乗効果があるため、静電気に対する耐性が一層向
上するという利点がある。
【００３８】
（第８の実施の形態）
　次に、本発明の第８の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタン装置について説
明する。図１１（ａ）は、本発明の第８の実施の形態による内視鏡操作部の遠隔操作ボタ
ン装置４１の断面図であり、図１１（ｂ）は、図１１（ａ）の破線部を拡大した図である
。本実施の形態においては、第３の実施の形態において説明した鍔部４３ｄを備えた構造
に加えて、第４の実施の形態において説明したＯリング代替部４３ｅを兼ね備えている。
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　このようにすると、第３及び第４の実施の形態においてそれぞれ説明した構造に比べて
、さらに金属との距離がとれるという相乗効果があるため、静電気に対する耐性が一層向
上するという利点がある。
【００３９】
（その他の構成）
　上記以外の２つの特徴的な構造の組み合わせ又は上記の各実施の形態の３以上の特徴的
な構造を組み合わせても良い。
【００４０】
　上記の実施の形態において、図示されている構成等については、これらに限定されるも
のではなく、本発明の効果を発揮する範囲内で適宜変更することが可能である。その他、
本発明の目的の範囲を逸脱しない限りにおいて適宜変更して実施することが可能である。
　また、本発明の各構成要素は、任意に取捨選択することができ、取捨選択した構成を具
備する発明も本発明に含まれるものである。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明は、内視鏡に利用可能である。
【符号の説明】
【００４２】
Ａ　内視鏡
５　コネクタ部
１２　挿入部
１５　操作部
１５ａ　開口部
４１　遠隔操作ボタン装置
４３　第２の筐体部（ゴム製の筐体部）
４３ａ　突起
４３ｂ　（断面）テーパ形状
４３ｃ　Ｏリング溝の上部分
４３ｄ　鍔部
４３ｅ　Ｏリング代替部
４５　第１の筐体部（金属製の筐体部）
４５ａ　Ｏリング溝
４５ｂ　ネジ部
４６　Ｏリング
５１　ナット
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